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平
塚
　
　
茂
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
事
業 

・
２
月
15
日
の
大
雪
災
害
で
の
本
市
の
対
応 

○
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
足
利
市

に
つ
い
て 

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

○
観
光
振
興
に
つ
い
て 

・
観
光
資
源
と
し
て
の
織
姫
公
園
の
魅

力
ア
ッ
プ
策 

・
迫
間
自
然
観
察
公
園
の
再
整
備 

○
道
路
行
政
に
つ
い
て 

・
市
道
大
月
大
沼
田
通
り 

○
会
計
事
務
に
つ
い
て 

・
公
金
の
安
全
な
管
理 

 

荻
原
　
久
雄
　
議
員 

○
観
光
行
政
に
つ
い
て 

・「
映
像
の
ま
ち
」構
想
実
現
に
向
け
て 

・
体
験
型
観
光
ル
ー
ト
の
作
成 

・
情
報
発
信
の
方
法 

○
足
利
市
民
総
発
電
所
構
想
に
つ
い
て 

・
期
待
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
今

後
の
取
り
組
み 

○
災
害
対
策
に
つ
い
て 

・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の
設
置 

○
消
防
行
政
に
つ
い
て 

・
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業 

○
教
育
行
政
に
つ
い
て 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育 

○
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
運
営
に
つ
い
て 

・
公
設
市
場
の
あ
り
方 

○
国
際
交
流
に
つ
い
て 

・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
）
と
姉
妹
都
市
交
流
の
研
究 

 

問 

問 

荻原 久雄 
議 員 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

産
業
観
光
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長

政
策
推
進
部
長 
政
策
推
進
部
長 

市
長
市
長
・
政
策
推
進
部
長

政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長

福
祉
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長 

平塚　 茂 
議 員 

教
育
次
長 

生
活
環
境
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

都
市
建
設
部
長 

教
育
次
長 

総
務
部
長 

　
単
身
ま
た
は
夫
婦
の
み
の
高
齢
者

世
帯
が
増
加
す
る
中
、
老
人
福
祉
法
、

障
害
者
総
合
支
援
法
に
、
市
町
村
は
後
見

人
の
育
成
・
活
用
を
図
る
た
め
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
旨
の
規
定
が

追
加
さ
れ
た
。
本
市
で
も
市
民
後
見
人
の

育
成
・
活
用
の
た
め
研
修
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
先
進
自
治
体
で
は
、
家
族

等
の
親
族
後
見
人
や
弁
護
士
等
の
専
門
職

後
見
人
に
依
頼
で
き
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
等
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
で
も
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。 

 「
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
事
業
」
の 

　
　
　
　
　
十
分
な
議
論
を
求
め
る
！ 

     

　「
屋
内
子
ど
も
遊
び
場
事
業
」
は
、

民
設
民
営
方
式
に
よ
る
大
型
施
設
の

設
置
で
あ
る
。
本
市
も
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
。
事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
300

平
米
以
上
の
空
き
店
舗
等
を
設
置
場
所
と

し
、
市
民
が
等
し
く
利
用
で
き
る
な
ど
交

通
の
便
が
よ
い
場
所
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
入
場
料
は
１
回
２

時
間
程
度
の
利
用
で
200
円
、
契
約
期
間

は
５
年
程
度
継
続
を
考
え
て
い
る
。
遊
具

に
つ
い
て
は
、
子
供
の
運
動
機
能
の
向
上

を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
年
間

運
営
費
に
つ
い
て
は
、
４
千
500
万
円
程

度
と
試
算
し
て
い
る
。 

　「
市
道
大
月
大
沼
田
通
り
」
は
、

旧
50
号
の
重
要
な
バ
イ
パ
ス
道
路

で
あ
り
、
法
面
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

今
後
の
整
備
計
画
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

親
し
み
や
す
い
道
路
の
愛
称
を
つ
け
ら
れ

な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
24
年
度
か
ら

国
庫
補
助
を
導
入
し
、
危
険
な
法
面
の
改

修
工
事
を
優
先
順
位
を
つ
け
順
次
実
施
し

て
い
る
。
平
成
26
、
27
年
度
も
引
き
続

き
補
強
工
事
等
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
末
を
目
途
に
事
業
完
了
を
見
込

ん
で
い
る
。
ま
た
、

道
路
の
愛
称
に
つ

い
て
は
、
観
光
資

源
と
な
る
親
し
み

や
す
い
愛
称
も
必

要
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

  

観
光
の
活
性
化
に
重
要
な 

　
情
報
発
信
の
た
め
の
施
策
を
問
う
！ 

     

　
災
害
時
に
も
有
効
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
設
立
し
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
情
報
発
信
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
幅
広

い
有
効
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
。

開
局
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
、
経
済
界
、

行
政
が
共
同
し
て
地
域
全
体
で
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
円
滑
な
事
業
運
営
の
た

め
の
適
正
な
資
金
規
模
や
調
達
方
法
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
周
波
数
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
こ
と
や
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
な
ど
、
課
題
も
多
々
あ
る
た
め
、

他
市
の
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
は
、
人
口
約
6
億
人
で
平

均
年
齢
が
25
歳
前
後
で
あ
る
。
超
高
齢

社
会
の
日
本
と
交
流
を
拡
大
す
れ
ば
、
相

互
に
補
完
し
な
が
ら
豊
か
な
社
会
を
構
築

で
き
る
と
思
う
が
、
所
見
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
経
済
成
長
が

著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
文
化
的
・

経
済
的
な
交
流
は
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
市
区
に
お
け
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
と
の
姉
妹
都
市
提
携

件
数
は
、
22
件
で
あ
り
交
流
事
例
は
ま
だ

多
く
は
な
い
。
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
交
流
に
つ
な
が

る
手
掛
か
り
を
模
索
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。 
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小
林
　
雅
明
　
議
員 

○
「
映
像
の
ま
ち
」
構
想
に
つ
い
て 

・
事
前
説
明 

・
撮
影
ス
タ
ジ
オ
の
誘
致 

・
支
援
（
優
遇
）
措
置 

○
消
防
団
に
つ
い
て 

・
団
員
数 

・
入
団
促
進
策 

 

大
島
　
　
綾
　
議
員 

○
福
祉
行
政
に
つ
い
て 

・
障
害
者
総
合
支
援
法 

・
難
病
対
策 

・
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
普
及
促
進 

・
特
定
疾
患
者
見
舞
金 

○
地
域
防
災
に
つ
い
て 

・
消
防
団
の
強
化 

○
給
付
事
業
に
つ
い
て 

・
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金 

 

酉
田
　
智
男
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
あ
り
方 

・
公
共
施
設
の
整
備 

○
教
育
行
政
に
つ
い
て 

・
現
行
の
教
育
委
員
会
制
度
に
対
す
る

所
見 

・
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
対
す
る
所
見 

・
学
校
体
育
施
設
夜
間
開
放
事
業 

○
環
境
行
政
に
つ
い
て 

・
油
藤
橋 

○
環
境
防
犯
対
策
に
つ
い
て 

・
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
取
り
組
み 

  

問 問 

酉田 智男 
議 員 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

産
業
観
光
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

政
策
推
進
部
長
・
福
祉
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長

市
　
長 

市
　
長 

市
　
長 

消
防
長

消
防
長 

消
防
長 

小林 雅明 
議 員 

大島   綾 
議 員 

教
育
次
長

教
育
次
長 
教
育
次
長 

生
活
環
境
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

都
市
建
設
部
長 

教
育
次
長 

総
務
部
長 

「
映
像
の
ま
ち
」
構
想
の
助
成
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
に
還
元
を
！ 

     

　
市
内
で
の
継
続
し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
お
い
て
、
市
内
業
者
に
発

注
し
た
金
額
の
一
部
、
最
大
2
千
万
円

を
助
成
す
る
事
業
だ
が
、
市
民
の
大
事
な

血
税
で
あ
る
。
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
市

内
で
必
ず
使
っ
て
い
た
だ
け
る
輝
き
チ
ケ

ッ
ト
を
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
こ
の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い

て
は
事
業
の
終
了
後
で
あ
り
、
事
業
者
に

と
っ
て
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
終
了
後
と

な
る
。
そ
う
い
っ
た
事
情
は
勘
案
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

　
消
防
団
で
の
活
動
を
通
じ
、
民
間 

の
考
え
方
や
地
域
の
問
題
、
防
災
の

重
要
性
が
わ
か
る
。
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
消
防
団
の
活
動
の
周
知
も
図

れ
る
の
で
、
若
い
市
職
員
の
2
、
3
名
を

各
分
団
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
配
置
を
義
務
化
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
例
え
ば
各
分
団
に
２
名
程
度

入
団
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
人
事

担
当
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
各

消
防
団
の
実
情
等
も
加
味
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

難
病
等
患
者
の
方
へ
の
支
援
を
！ 

     

　
今
後
、
難
病
等
の
患
者
の
方
に
対

し
障
害
支
援
区
分
認
定
調
査
を
行
う

際
、
症
状
が
重
度
の
場
合
の
聞
き
取
り
に

つ
い
て
、
主
治
医
か
ら
症
状
の
変
化
や
進

行
に
関
す
る
意
見
を
伺
う
な
ど
の
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省
の
認
定
調
査

員
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
症
状
が
よ
り
重
度

な
状
態
で
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ

て
い
る
。
障
害
程
度
区
分
審
査
会
に
お
い

て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
難
病
患
者
の
方
の
実
態
に
即
し
た
区
分

認
定
が
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。 

　
消
防
団
の
未
来
を
担
う
後
継
者
づ

く
り
の
た
め
、
中
学
生
や
高
校
生
な

ど
に
一
日
体
験
入
団
等
の
機
会
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
中
学
生
の
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
を
通
し
、
消
防
署
で
の
一
日
体
験
訓

練
や
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火

防
災
に
対
す
る
研
究
発
表
会
を
実
施
す
る

中
で
、
消
防
団
の
活
動
等
の
理
解
を
深
め

て
い
る
。
今
後
、
消
防
団
も
参
加
し
て
い

る
地
域
の
防
災
訓
練
等
の
中
で
、
消
防
団

の
意
向
も
踏
ま
え
、
体
験
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

    

校
庭
夜
間
照
明
設
備
の
改
善
を
！ 

     

　
平
成
26
年
度
予
算
に
校
庭
夜
間

照
明
改
修
工
事
600
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
本
市
は
17
の
小
中
学
校

で
校
庭
開
放
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
の
要
望
が

あ
り
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き
る

よ
う
校
庭
の
照
明
設
備
の
改
善
等
に
努
め

て
い
き
た
い
。
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
は
、
第
三
中
学
校
に
お
い
て
既
存
の

夜
間
照
明
を
照
度
の
高
い
も
の
に
替
え
、

さ
ら
に
１
塔
の
増
設
を
予
定
し
て
い
る
。 


